







日本は, ヨーロッパから見て, 遠い。今も遠い｡「極東」 東の果てである。中国語で









た。海には権力に縛られない自由があった。漁民, 商人, 海賊, 宗教者, これら境界人にとっ
ては, 海は決して「隔てる」ものではなく,「つなげる」ものであった（村井章介)。
五島・長崎は日本列島の西端にあって, 日本の中心（例えば, 大阪・京都）へは, 直線距
離にすれば, ソウルや上海へ行くのとほぼ等距離である。現在も, 空路では等しく約１時間
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の旅は, 陸路や海路を経て, １～２か月もかかる難行であった。それに比べると, 遣唐史時






江戸幕府による長い海禁政策によって, 外国船に開かれた港（４つの口：長崎, 対馬, 鹿




















かった。英国文学の中堅を担ったバイロン, ワーズワス, スコット, コウルリッジ, シェリー,







東方／東向き）にこだわった｡「日出る処 (the Orient) 」から「ユダヤの王」誕生の「よき





と呼んでいる。ひっきょう, ヨーロッパとは「日没する処 (the Occident)」なのである。




求法の海：入唐八家等, 最澄, 空海, 円仁を筆頭に多くの仏教者, 多くの高度文明を求め
た日本からの使者たちが西の海へ向かった。






























中心地）へ, 右近たちの２隻には右近の娘, 孫, また内藤飛騨守如安と家族, 神父や信者
350人以上が乗船し, マニラ（スペイン勢力の中心地）を目指した。
1614年11月８日, 長崎福田を出て, 12月11日, 呂宋マニラに移る。彼地では熱狂的な大歓


























































にとって, 西への道, 南への海はなくなってしまったのか, 慶応４（(1868）年, 竹島への
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脱出・移住をこころみた野崎島野首・船森の６名の潜伏キリシタンは, 朝鮮に漂着, 再度試

















師６名, 日本人イエズス会士３名, 日本人信徒17名である。その中には, パウロ三木, ディ
エゴ喜左衛門と五島出身のヨハネ五島（ジュアン＝宗庵）もいた。ジュアンはまだ20歳前の
青年であった。最年少のルドビコ茨木はまだ12歳である。京などにいた宣教師たち24名は,






ンたちは潜伏の道を選び始める。江戸, 上方, 東北を始め, 蝦夷地を含む日本全国でキリシ
タンの弾圧と宗門改めが行われた。長崎を中心とする九州では特に探索が厳しかった。
イエズス会幹部（７名の創設会員の一人）であった, フランシスコ・ザビエルによる平戸




























浦上や外海が特に多い。外海からは, 黒島, 平戸, 生月, 五島へと逃れた。外海は大村藩と
鍋島藩の飛地が入り組んでおり, 絵踏みすらしなかった鍋島藩に比べ, 大村藩は詮議が非常
に厳しく, 外海からの移住が大変多かった。また大村藩は人口政策が厳しく, 長男以外の出


































イエズス会は階層の上位から改宗を迫った。領主, その家族, 家臣たち, 家族たち……この
戦略は, アイルランドやイングランドの宣教師たちが, キリスト教をドイツや北欧に宣教し
て成功したのと同じやり方である。ヨーロッパでは, まず主君が受洗し, 部下たちに改宗を




























































して行くが, 大手漁業会社が五島にも進出し, 大洋漁業, 日本水産, 極洋捕鯨, 日東捕鯨の






















西洋の知識を学ぶため蘭学が盛んになる。語学だけではなく, 医学や科学, 航海術, 軍事
等, あらゆる分野が貪欲に学ばれる。実際には, オランダ語を通しての西学 (Western















































































































































石田純郎編著 (1988) 『蘭学の背景』 思文閣出版






Topography of Goto and Nagasaki
on Intercultural Communication
Jun TOYAMA
The Archipelago of Goto lies west of Nagasaki and east of the East China Sea. Goto was once
believed by the people of Miyako (Old Capital) to be the place where one could see the deceased
because the islands were located westernmost of Japan, in other words, they were closest to the
Amida’s Pure Land in the west.
Many people sailed from this place for China to study Buddhism and the advanced civilisation
of the continent. Included were priests like Kukai and Saicho, who founded the basis of Japanese
Buddhism after they returned to the Japanese soil.
The sea of Goto and Nagasaki was then occupied by international traders, Japanese, Koreans,
Chinese, even some Portguese, many of whom were pirates called “wako” by Chinese. They
brought guns to Japan.
Christianity was also brought to Japan in the mid16th century. A Jesuit Francisco de Xavier
arrived in Kagoshima. He soon started missionary work in Hirado, a northern island of Nagasaki.
It all started from here protracted bloody battles with the Western culture. This was Japan’s first
encounter with Christianity and Western thought. The battles spreaded widely in Japan. Feudal
lords were more interested in trading business than the Western religion. The oppression be-
came violent in the early 17th century and more than 4000 Catholic devotees were tortured and
killed. All Fathers were deported overseas.
The Sea of Goto was the sea of whale fishery, too. The Archipelago was once well known for
catching whales. Whaling was the chief industry here for many centuries. However, it has fallen
into a rapid decline. An overwhelming number of whalers from America and Europe soon drove
Japanese boats out of the region of Goto and Nagasaki.
People of Nagasaki seem to be enjoying the mixed atmosphere of their culture, partly Chinese,
partly Western, blended into the indigenous Japanese.
